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玉城町高齢化率（平成２３年６月末現在）
２１．８％（65歳以上人口　３,３６２人）

元 気 が つ な が る た ま き元 気 が つ な が る た ま き

　

6
月
5
日
㈰
に
開
催
し
た

「
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ

り
」
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
福
祉
団
体
、
福
祉
施
設
、

関
係
団
体
が
集
ま
り
、
は
じ

め
て
、
実
行
委
員
会
を
組
織

し
実
施
し
ま
し
た
。

　

「
笑
み
の
市
」
の
開
催
や

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ
ン
ゴ
」

な
ど
内
容
を
拡
大
し
、
多
く

の
団
体
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
民
生
委
員
協

議
会
は
、
東
日
本
大
震
災
発

生
を
受
け
て
「
私
た
ち
が
取

り
組
め
る
こ
と
」
と
し
て
、

日
頃
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識

ア
ン
ケ
ー
ト
「
非
常
持
ち
出

し
品
の
準
備
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
」
を
設
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
非
常
食
の
試
食
が

出
来
る
「
防
災
カ
フ
ェ
」
や

防
災
グ
ッ
ズ
の
紹
介
な
ど
も

行
い
、
防
災
意
識
へ
の
働
き

か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
防
災
意
識
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
は
元
気
で
す
た

ま
き
ま
つ
り
報
告
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。



調
査
・
企
画
・
啓
発

①「
元
気
で
す
た
ま
き
」ま
つ
り　

6
月
6
日
開
催

　

テ
ー
マ「
自
分
の
健
康
・
み
ん
な
の

　
　
　
　
　
　
　

幸
せ
・
元
気
な
た
ま
き
」

②
75
歳
以
上
の
お
一
人
暮
ら
し
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
数　

1
7
5
名

普
及
宣
伝

①
広
報「
た
ま
き
社
協
だ
よ
り
」発
行　

年
４
回

◆
地
域
福
祉
事
業

高
齢
者
福
祉
事
業

①
高
齢
者
サ
ロ
ン　

町
内
７
か
所

②
給
食
サ
ー
ビ
ス　

年
19
回　

延
べ
6
8
7
食

　

お
楽
し
み
会　

10
月
17
日

③
ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル　

年
４
回　

参
加
平
均
8
名

④
ほ
の
ぼ
の
便　

延
べ
利
用
人
数
1
1
6
名

⑤
ち
ょ
こ
っ
と
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　

登
録
利
用
人
数　

11
名

障
が
い
者
福
祉
事
業

①
は
っ
ぴ
ぃ
サ
ー
ク
ル　

　
　
　

年
6
回　

延
べ
参
加
人
数
1
8
1
名

子
育
て
支
援
事
業

①
子
育
て
サ
ロ
ン

　
　
　

年
11
回　

延
べ
参
加
人
数
4
4
3
名

総
合
相
談
事
業

①
心
配
ご
と
相
談　

17
件

②
社
協
窓
口
相
談　

40
件

福
祉
教
育
事
業

①
福
祉
協
力
校

　

学
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

普
及
事
業
助
成
金　

4
0
9
，0
0
0
円

②
福
祉
作
文
募
集

③
福
祉
体
験
教
室
Ⅰ　

延
べ
参
加
者　

21
名

　

福
祉
体
験
教
室
Ⅱ

　
「
語
り
継
ご
う
戦
争
体
験
」 

参
加
者  

1
1
9
名

④「
元
気
で
す
た
ま
き
」委
員
会
設
置

　

委
員
会
の
開
催　
　
　

７
回　

　

座
談
会
の
開
催　
　
　

１
回

　

あ
い
さ
つ
強
化
デ
ー　

12
回

権
利
擁
護
事
業

　

利
用
者
数　
　

4
名
、延
べ
回
数
91
回

　

福
祉
協
力
員　

24
名

福
祉
用
具
貸
出

　

車
い
す　
　

延
べ
48
台

　

電
動
ベッ
ド　

延
べ
6
台

　

そ
の
他　
　

延
べ
23
台

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

　

登
録
者　
　

3
6
8
名　
　

　

登
録
団
体　

21
団
体

①
会
議　

1
回

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
支
援

　

助
成
金　
　

1
1
5
，0
0
0
円

③
交
流
事
業　

5
回

④
相
談
事
業　

30
件

⑤
講
座　
「
ふ
く
し
を
支
え
る
勉
強
会
」

　

講
師
：
N
P
O
レ
ス
キ
ュ
ー
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

　
　
　
　

事
務
局
長　

松
田
曜
子
氏

　

演
題
：
地
域
の
防
災
力
を
高
め
よ
う

　
　
　
　

〜
過
去
の
被
災
地
に
学
ぶ
〜

二見お雛さまめぐりに
出掛けた「ホッとサークル」

防災力を高めるため開催した
「ふくしを支える勉強会」

平
成
22
年
度　

社
協　

事
業
報
告
・
決
算

◆
法
人
運
営

理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催

①
理
事
会　
　

年
5
回
、役
員
会
1
回

②
評
議
員
会　

年
4
回

③
監
事
会　
　

年
2
回

社
協
会
員
・
各
種
募
金
事
業

①
社
協
会
員

②
募
金
関
係

　

５
月
13
日
、
社
協
理
事
会
、
評
議
員
会
が

開
催
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
平
成
22
年
度
社
協

事
業
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会員区分 口数 会費

個人会員
( 300円/口) 1,760 528,000 円

団体会員
( 5,000 円/口)

56 280,000 円

賛助会員
(10,000円/口)

29 290,000 円

計 1,845 1,098,000 円

募金の種類 期間 募金額

日赤募金 ５月 1,841,508 円

共同募金
歳末たすけあい募金

10 月～12月 2,189,740 円



遺族会が開いた戦争体験発表

　

平
成
22
年
度
に
新
し
く
始
ま
っ
た
複

合
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　

P
D
A
を
使
い
「
外
出
支
援
」「
安

全
見
守
り
」「
安
全
情
報
配
信
」
の
3

つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
る
事
業
で
す
。

P
D
A
と
は
？

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
こ
と
で
す
。

受
け
る
こ
と
の
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

①
外
出
支
援

　

元
気
バ
ス
の
予
約
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②
安
全
見
守
り

　
一
日
3
回
、
P
D
A
に
安
否
確
認
の

連
絡
が
届
き
ま
す
。ま
た
、
緊
急
時
に
、

社
協
等
へ
通
報
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
安
全
情
報
配
信

　

地
域
の
防
災
や
不
審
者
情
報
等
を

配
信
し
ま
す
。

※
こ
の
サ
ー
ビ
ス
及
び
元
気
バ
ス
に

つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
番

組
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
は
こ
ち
ら
へ

　

番
組
名「
ち
い
き
の
き
ず
な
」

こ
の
事
業
っ
て
、

　
　

ど
ん
な
事
業
？

◆
福
祉
団
体
助
成
事
業

①
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
員
数
1
，7
5
4
名

②
身
体
障
害
者
福
祉
会　

会
員
数　

1
9
2
名

③
遺
族
会　
　
　
　
　
　

会
員
数　

3
1
4
名

④
母
子
寡
婦
福
祉
会　
　

会
員
数　
　
　

35
名

⑤
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会　

会
員
数　
　
　

25
名

◆
介
護
保
険
事
業

①
居
宅
介
護
支
援
事
業

　
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
）　

延
べ
1
，7
4
0
件

　
（
介
護
認
定
調
査
）　　
　
　
　
　
4
3
2
件

②
通
所
介
護
事
業

延
べ
利
用
者
数　

1
0
，3
3
7
名

③
訪
問
介
護
支
援
事
業

　

延
べ
利
用
者
数　

6
，5
7
1
名

平成２２年度　一般会計収支決算（単位：円）

収

入

介護保険収入 128,110,893

支

出

介
護
保
険

通所介護事業 73,462,778
自立支援収入 3,736,764 訪問介護事業 19,582,395
補助金収入 14,464,000 居宅介護事業 17,077,225
助成金収入 2,791,000 自立支援事業 3,441,797
受託金収入 24,020,600 法人 40,630,839
共同募金配分金 1,763,937 福祉バス 13,239,748
会費 1,098,000 元気バス 12,698,171
寄附金収入 1,461,337 その他支出事業 39,705
事業収入他 914,982
前期繰越 56,673,279 次期繰越
計 235,034,792 計 235,034,792

◆
生
活
福
祉
資
金
事
業

　

貸
付
件
数　

17
件

◆
バ
ス
事
業（
町
受
託
事
業
）

①
福
祉
バ
ス　

延
べ
利
用
人
数　

1
8
，1
0
2
名

②
研
修
バ
ス　

利
用
件
数　
　
　
3
3
1
件

③
元
気
バ
ス　

登
録
人
数　
　
　
8
5
4
名

　
　
　
　
　

延
べ
利
用
人
数　

1
2
，6
4
4
名

④
複
合
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

P
D
A（
携
帯
端
末
）を
利
用
し
た
各
種
サ
ー
ビ

ス
事
業　
　

◆
障
害
者
自
立
支
援
事
業

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　

延
べ
利
用
人
数　

6
7
2
名

②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

　
　
　
　
　
　
　

延
べ
利
用
人
数　

4
1
5
名

◆
小
規
模
授
産
施
設
事
業（
町
受
託
事
業
）

　
　
　
　
　
　

延
べ
利
用
人
数　

1
，9
2
1
名

◆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　
　
　
　
　

登
録
会
員
数　

1
，7
5
5
名

w
w
w
.c
h
ik
in
o
k
iz
u
n
a
.jp

54,862,134



〜
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

　

梅
雨
入
り
前
の
６
月
５
日
㈰
、保
健
福
祉
会
館
で「
福
祉
」「
健
康
」「
地
域
活
動
」

の
啓
発
紹
介
を
目
的
に
「
元
気
で
す
た
ま
き
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
を
は
じ
め
、
様
々
な
年
代
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
元
気
が
集
ま
っ
た
ま
つ
り
に
な
り
ま
し
た
。

元気ですたまき体操をみんなで！

元気ですたまき
コーラス隊

新聞紙を活かした
エコバック作り
（花いっぱい運動）

夢工房グッズに
使われるさをり織体験

水と土を守る会
（字区の取り組み）最新福祉用具の展示

健康チェックコーナー
（生活福祉課）

正しい
歩き方を
学ぶ

ウォーキング
スクール
元気です
たまき
委員会

手作りジャムの販売
（南勢ワークセンター）

作業作品販売
（玉城わかば学園）

ボランティア体験
使用済み切手の整理
（玉城たんぽぽ）

絵手紙体験
コーナー

（ゆずりは会）

恒久平和活動（遺族会）

笑
み
の
市（
商
工
会
女
性
部
）

各
コ
ー
ナ
ー
の
紹
介

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

テントもたくさん並びにぎやかに！

『
元
気
で
す
た
ま
き 

ま
つ
り
』



非常持ち出し品チェックアンケート集計非常持ち出し品チェックアンケート集計非常持ち出し品チェックアンケート集計 （単位：人）

項　
　

目

内　
　

容

用
意
し
て

い
る

用
意
し
て

い
な
い

合
計

73.0%

27.0%

211

78

63.1%

36.9%

173

101

49.8%

50.2%

132

133

53.4%

46.6%

143

125

71.7%

28.3%

200

79

42.6%

57.4%

112

151

67.8%

32.2%

183

87

6
安
全
対
策

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・

防
災
ず
き
ん
・

救
急
セ
ッ
ト
・

厚
底
靴
・

常
備
薬
な
ど

263

7
あ
る
と

便
利
な
も
の

270

4

現
金
・

小
銭
・

預
金
通
帳
・

印
鑑
な
ど

貴
重
品

268

5
日
用
品

279

3

衣
類
・

タ
オ
ル
・

毛
布
・

寝
袋
な
ど

12
食
料
品
②

乾
パ
ン
・

ク
ラ
ッ
カ
ー
・

缶
詰
・

レ
ト
ル
ト
食
品

な
ど

289274265

衣
類
等

食
料
品
①

飲
料
水

民
生
委
員
コ
ー
ナ
ー　

手
袋
・
ち
り
紙
・

ロ
ー
プ
・
マ
ッ
チ
・

懐
中
電
灯
・
携
帯

ラ
ジ
オ
・
メ
ガ
ネ

・
乾
電
池
な
ど

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
シ
ュ･

マ
ス
ク
・

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど

被災地支援遠野市物産展被災地でのボランティア活動支援募金
キャラクターMee（ミィ）

　

備
え
て
ま
す
か

防
災
グ
ッ
ズ

準
備
し
て
い
ま
す
！

チャリティービンゴ大会の様子 義援金受付

東
日
本
支
援
に
関
わ
る
コ
ー
ナ
ー



〜
岩
手
県
大
槌
町
へ　

社
協
ブ
ロ
ッ
ク
派
遣
〜

１
、支
援
地　

１)

大
槌
町
の
地
域
性

　

人
口　

１
５
，２
９
３
人
。

　

大
槌
町
湾
と
船
越
湾
に
面
し
、
西
部
は
山

地
で
人
口
は
海
側
に
集
中
し
て
お
り
、主
要
道

路
や
鉄
道
も
海
側
に
沿
っ
て
走
っ
て
い
ま
す
。

　

産
業
は
、
ノ
リ
や
カ
キ
の
養
殖
が
盛
ん
で
、

サ
ケ
の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　

吉
里
吉
里
海
岸
は
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
・

海
水
浴
な
ど
で
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

隣
接
市
町
は
、
山
田
町
、
宮
古
市
、
遠
野
市
、

釜
石
市
。

２)

大
槌
町
・
大
槌
町
社
協
の
被
害
状
況

　

町
内
は
、
津
波
、
火
災
に
よ
り
甚
大
な
被

害
を
受
け
、
４
メ
ー
ト
ル
あ
る
防
波
堤
を
超

え
、
役
場
や
社
協
の
建
物
は
、
津
波
に
よ
り
流

さ
れ
ま
し
た
。(

５
月
12
日
現
在)

　

死
者
762
名
、行
方
不
明
者
952
名
、避
難
者
数

２
，０
３
１
名
。水
道
、電
気
と
も
完
全
復
旧
に

は
、い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

沿
岸
部
は
壊
滅
状
態
で
、
海
側
か
ら
山
側
に

か
け
て
は
、全
壊
か
ら
半
壊
、床
上
浸
水
、床
下

浸
水
と
徐
々
に
津
波
被
害
が
縮
小
し
て
い
ま
す
。

　

大
槌
町
社
協
は
、職
員
30
名（
介
護
職
含
む
）の

う
ち
８
名
が
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
。８
名
の
中

に
は
、会
長
や
事
務
局
長
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
社
協
本
部
機
能
は
、
空
き
地
に
プ

レ
ハ
ブ
を
建
て
、運
営
し
て
い
ま
す
。

　

社
協
本
部
と
は
別
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
も

運
営
し
て
お
り
、
利
用
者
と
共
に
す
べ
て
の

職
員
が
避
難
生
活
を
お
く
り
、
職
員
の
疲
労

は
、ピ
ー
ク
を
越
え
て
い
ま
す
。

２
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

１)
概
要

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、

本
部
、サ
テ
ラ
イ
ト
そ
れ
ぞ
れ
に
、大
槌
町
社
協

の
職
員
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、東
海
ブ
ロ
ッ
ク

(

三
重
県
・
岐
阜
県
・
名
古
屋
市)

と
長
野
県
・

日
赤
派
遣
職
員
も
そ
れ
ぞ
れ
に
、
２
名
か
ら

３
名
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
本
部
で
は
、

団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
の
加
入
、
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
、
資
機

材
の
調
達
、
炊
き
出
し
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

町
内
避
難
所
や
家
を
回
り
、ニ
ー
ズ
把
握
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
箇
所
あ
る
サ
テ
ラ
イ
ト(

桜
木
町
・
沢
山
・

吉
里
吉
里)

で
は
、ニ
ー
ズ
調
査
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
遣
対
応
、
資
機
材
の
貸
し
出
し
管
理
を

行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
リ
ア
で
、
家
財
の
搬
出
、

家
の
泥
だ
し
、
消
石
灰
ま
き
、
家
の
周
り
の
瓦

礫
の
移
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
汗
を
流
し
ま

し
た
。そ
の
際
に
、
見
つ
か
っ
た
個
人
の
写
真

な
ど
を
清
掃
す
る
作
業
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

き

り

き

り

東
日
本
大
震
災　

被
災
地
支
援

　

3
月
11
日
に
東
日
本
を
襲
っ
た
大
地
震
で

は
、
被
災
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　

被
災
県
よ
り
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
に

支
援
の
依
頼
が
あ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

全
国
的
な
取
り
組
み
と
し
て
社
協
職
員
が
各

地
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
派
遣
で
、当
協
議
会
か
ら
は
、小
山
陽

平
を
5
月
15
日
〜
22
日
ま
で
の
８
日
間
、被
災

地
に
送
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

な
ど
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、そ
の
状
況

を
報
告
し
ま
す
。

高台から見た大槌町のまちなか

津波により全壊した大槌町役場

派遣職員
小山陽平



【
活
動
内
容
】

　

現
地
で
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
生
活

支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
が
れ
き
の
撤
去
や
清
掃
、
資
材
の

整
理
、子
ど
も
の
遊
び
相
手
、搬
入
な
ど
、状
況

に
よ
っ
て
ニ
ー
ズ
は
変
わ
り
ま
す
。

【
申
込
み
方
法
】

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
メ
ー
ル

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
（
ア
ス
ト
津
３
階
）
に
備
付
、 

お
よ

び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
出
来
ま
す
。

【
お
問
合
わ
せ
】

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

津
市
羽
所
町
7
0
0
番
地
ア
ス
ト
津
３
階

み
え
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　

電　

話 

０
５
９―

２
２
６―

６
９
１
６

　

F
A
X 

０
５
９―

２
２
６―

６
９
１
８

　
　
（
受
付
時
間
9
：
0
0
〜
17
：
0
0
）

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://m

v
sc.jp

/
※

そ
の
他
、被
災
地
支
援
に
関
す
る
情
報
の
提
供

も
行
っ
て
い
ま
す
。

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

【
み
え
発
！
ボ
ラ
パ
ッ
ク
】を
紹
介
し
ま
す
。

　

み
え
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
岩
手
県
沿
岸
中
部

「
山
田
町（
や
ま
だ
ま
ち
）」を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
で
現
地
に
入
り
、
滞
在
し
て
活
動
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

２)
吉
里
吉
里
サ
テ
ラ
イ
ト
活
動
報
告

　
　

(
５
月
16
日
〜
21
日
活
動)

片
出
さ
ん
が
参
加
し
た

　

吉
里
吉
里
地
区
は
、
も
と
も
と
住
民
同
士
の

結
束
力
が
強
く
、災
害
当
日
に
は
、住
民
の
み
で

対
策
本
部
を
発
足
さ
せ
、
地
元
に
あ
る
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
の
経
営
者
の
許
可
の
も
と
、
地
下

に
残
っ
た
軽
油
・
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
を
取
り
出
し
、

避
難
所
の
暖
房
、
重
機
を
動
か
す
の
に
使
い
100

人
以
上
も
の
住
民
が
瓦
礫
の
撤
去
に
乗
り
出
し
、

生
活
道
路
の
確
保
を
目
指
し
た
共
助
に
富
ん
だ

地
区
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
吉
里
吉
里

サ
テ
ラ
イ
ト
で
は
住
民
か
ら
の
ニ
ー
ズ
は
わ
ず

か
で
、
地
域
に
お
け
る
住
民
同
志
の
支
え
合
い

の
力
強
さ
、
大
切
さ
を
学
び
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

現
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
保
険
の
加
入
が
必
要

に
な
り
ま
す
。加
入
に
つ

き
ま
し
て
は
、
玉
城
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
5
8
―
6
9
1
5
）
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

ボランティアセンター入口風景と中の様子 み
え
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て

　

５
月
６
日
か
ら
10
日
間
、
岩
手
県
山
田
町
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

７
日
朝
、現
地
に
到
着
、そ
こ
で
目
に
し
た

も
の
は
、
テ
レ
ビ
画
面
を
通
し
て
想
像
し
て

い
た
も
の
を
は
る
か
に
上
回
る
、
す
さ
ま
じ

い
光
景
で
し
た
。

　

そ
ん
な
現
地
で
の
作
業
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー

内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
仕
事
の
割
り
振
り

が
主
で
、時
々
家
具
洗
浄
、が
れ
き
の
撤
去
、床

下
泥
出
し
等
な
ど
で
し
た
。

　

懸
命
に
努
力
さ
れ
る
被
災
者
の
姿
に
は
、元

気
付
け
ら
れ
、
活
動
を
通
じ
被
災
者
の
方
々
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
の「
ふ
れ
あ
い
」が

私
に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
我
々
が
守
る
べ
き
こ
と

　

一
番
大
切
な
も
の
は
、
心
構
え
で
す
。自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
環
境
の
中
で
一

人
で
も
多
く
の
生
命
を
守
り
、
将
来
に
リ
レ
ー

す
る
こ
と
が
我
々
に
与
え
ら
れ
た
最
も
大
切
な

使
命
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
さ
れ
た

片
出
壽
哉
さ
ん
（
蚊
野
茶
屋
）
に

お
聞
き
し
ま
し
た

出発時の片出さん



日赤募金ご協力のお礼日赤募金ご協力のお礼日赤募金ご協力のお礼日赤募金ご協力のお礼日赤募金ご協力のお礼

ボランティア会員募集！ 介護者リフレッシュ事業開催！

　私たちは、聴覚に障害のある方々との
交流を通じて手話の習得、向上を目指すと
ともに、手話の必要性や聴覚障害者へ
の理解を求める活動を行っています。
　毎週木曜日　19：30～21：00
　保健福祉会館のボランティアルームで
活動しています。初めての方でも大歓迎。
まずは見学から、待ってます。

　今年度は、「ウォーキング」を切り口に、コミュニケーシ
ョンアップを図る機会を検討しています。
　４月からの委員会の活動を紹介します。
　４月２７日、５月１８日の委員会では、あいさつウォーキン
グについて検討を行い、6月5日には、元気ですたまき
まつりの会場で、ウォーキングスクールを開催しました。
　6月17日、テーマ「あいさつウォーキング」について
様々な団体さんにお集まりいただき、地域福祉座談会
を行いました。
　秋ごろには、皆さんが参加できる形を考えています。

　5月より区長様を通じ皆様にご協力頂きました
募金は、１，８４７，９００円（H23.6. 末現在）
となりました。皆様の温かいご支援、ご協力に
感謝いたします。ありがとうございました。
　尚、ご協力いただいた募金は、日本赤十字社
三重県支部を通じ「災害救助活動」や「国
際活動」など赤十字の活動資金に活用され
るほか、今年度行う「福祉体験教室」や「社
会福祉大会」の事業費として町福祉活動へ
交付されます。

　日頃の介護疲れの予防・解消に在宅介護者の方と介護を終え
られた介護OBの方を対象にリフレッシュ事業を行っています。
　第１回は、６月２７日（月）に多気町勢和の紫陽花を見に出掛
けました。いつも、介護者同士の交流が図られ、参加者からは
「ここに参加してほかの方と話をすると同じ思いを共有する
ことが出来、気持ちがスーッとする。」との声を頂いていま
す。また情報交換の場ともなっていますので、ぜひご参加くださ
い。参加にあたっては、社協へお尋ねいただくか、ケアマネージ
ャーさんにご相談ください。
　次回の開催は、９月１６日㈮　「絵手紙体験と懇話会」を
行います。あと１１月・３月に開催する予定です。

玉城町母子寡婦福祉会　様・・・・・・10,000 円

玉城健康教室一同　様・・・・・・・・100,000 円

玉城苑サロン　様・・・・・・・・・・・・・ 3,000 円

岩本秀子　様（夢工房たまきへ）・・10,000 円

匿名　様・・・・・・・・・・・・・・・・・・10,000 円

元気ですたまき委員会元気ですたまき委員会元気ですたまき委員会元気ですたまき委員会元気ですたまき委員会元気ですたまき委員会元気ですたまき委員会

心配ごと相談 心配ごと相談心配ごと相談 

毎月10日、20日、30日 

玉城町保健福祉会館で 予約不要 

相談員　民生児童委員、人権擁護委員、行政相談員

身近な

社協相談窓口ご案内社協相談窓口ご案内社協相談窓口ご案内社協相談窓口ご案内

13：00～15：00

ご寄附ありがとうございました。

ふ だんの  く らしの  し あわせ
日本赤十字社　玉城町分区より

（ぴんの会）で、料理作りに挑戦！

玉城町ボランティアセンター
☎58-6915

お問い合わせは

ホッとサークル（介護者のつどい）玉城町手話愛好会

（4月～6月）

　毎月、第 3火曜日に 65歳以上のお一人暮らしの方が集まる「ぴんの会」を開催しています。
6 月 21 日の活動では、参加者の「料理を習いたい」の声で、減塩の
和食作りに挑戦しました。
　玉城病院の管理栄養士坂本先生のご指導で、いつもなら一人分
の食事を用意される皆さんが、ワイワイガヤガヤ、エプロンに三
角巾姿で張り切ってみえました。
　出来た料理は、4 品。「おいしいね。」「簡単でよかったね。」と皆
さん満足の声があがっていました。
　会員は、随時募集しています。お問合わせください。


